第５編　業務等　（あんしん安らか事業実施要綱）
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（目的）
第１条　この要綱は、社会福祉法人福津市社会福祉協議会（以下「本会」という。）が実施する、あんしん安らか事業（以下「本事業」という。）の円滑な実施を図るために必要な事項を定めるものとする。
（用語の定義）
第２条　本要綱における用語の定義は次のとおりとする。
(１)　申込者　本事業を利用しようとする者
(２)　利用者　本事業の契約を締結し、利用している者
(３)　引渡人　法定相続人またはこれに準じる者であって、利用者の死亡時または住宅退去時に所要の処理の全部または一部を引き受ける者
（実施責任組織）
第３条　本事業の実施責任組織は、本会とする。
（入会金、預託金及び年会費）
第４条　申込者は契約締結時に別表第１に掲げる入会金及び預託金を支払うとともに、契約が継続する間は、同表に掲げる年会費を支払わなければならない。
（本事業内容）
第５条　本会は、次の各号に掲げるサービスを実施する。ただし、本会が申込者の成年後見人、保佐人、補助人である場合は、第１号サービスのみを実施する。
(１)　預託金によるサービス
(２)　定期連絡のサービス
(３)　希望に基づいて定めるサービス
２　本会は、業務の一部を第三者に委託することができる。
（預託金によるサービス）
第６条　預託金によるサービスは下記の通りとし、詳細は別表第２に定める。
(１)　死後事務
①　葬儀の実施
②　必要経費の支払い
③　行政官庁等への諸届け
(２)　残存家財処分
（定期連絡のサービス）
第７条　定期連絡のサービスの内容の詳細は別表第２に定める。
（希望に基づいて定めるサービス）
第８条　利用者が希望する場合には、次のサービスを有償で提供することができる。
(１)　入退院時支援サービス
(２)　書類等預かりサービス
(３)　緊急時対応サービス
（入退院時支援サービス）
第９条　本会が提供する入退院時支援サービスの内容は下記の通りとし、詳細は別表第２に定める。
(１)　入退院時の付き添い
(２)　入院時緊急連絡先指定
(３)　入院時の貴重品や現金の預かりサービス
(４)　入院時預金払戻、支払いサービス
(５)　入院の荷物準備
(６)　入院中の生活に係る事務手続き
（書類等預かりサービス）
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（緊急時対応サービス）
第11条　本会が提供する緊急時対応サービスの内容の詳細は、別表第２に定める。
（サービス料金）
第12条　本事業のサービス料金は別表第２、預託金は別表第１に詳細を定め、全て申込者が負担するものとする。ただし、本会が申込者の成年後見人、保佐人、補助人である場合は、申込者は預託金のみを負担するものとする。
（対象者）
第13条　本事業の対象者は、福津市内に居住する65歳以上の高齢者で、次の各号で定める条件を全て満たす者とする。
(１)　単身者または同居者が全て65歳以上の親族のみで構成されていること。
(２)　明確な契約能力を有すること。
(３)　原則として子がいないこと。
(４)　生活保護を受給していないこと。
（利用の申込み）
第14条　申込者は、本会へサービス利用申込書を提出しなければならない。
２　申込者は、契約締結時に本会に次の事項を届けるものとする。契約締結後において届出事項に変更があったときも同様とする。
(１)　引渡人
(２)　財産管理を第三者に委任している場合は受任者
(３)　成年後見人、保佐人、補助人または任意後見受任者
(４)　遺言執行者
(５)　撤去、処分を委託する財産
（情報の開示）
第15条　本会は申込者に対し、契約時に下記事項を承諾することを求めるものとする。
(１)　本会が関係機関に申込者の居住状況を問い合わせること。
(２)　本会が引渡人に対して引渡内容の確認をとること、及び必要に応じて連絡をとること。
(３)　本会が本契約の内容を賃貸借契約を締結する不動産業者、サービスを委託する第三者、福祉関係団体または申込者が居住する行政官庁等に開示すること。
(４)　本会がサービスを委託した第三者に対し、申込者の生活状況について報告を求めること。
（引渡人の指定）
第16条　申込者は引渡人を提示しなければならない。ただし、引渡人がいない場合は、遺言公正証書により申込者の死亡時または住居退去時の対応を定めるとともに、必ず遺言執行者を定めておかなければならない。ただし、本会が申込者の成年後見人、保佐人または補助人である場合は、引渡人の提示は不要とし、本会の責任において申込者の法定相続人への財産引渡し、または相続財産管理人選任申立てを行う。
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（契約の締結）
第17条　本会は、契約内容を明らかにしたうえで、申込者にその内容を説明し、その了解を得たうえで契約を締結する。
２　契約締結にあたっては、権利擁護事業運営委員会の意見を聴取して決定する。
（契約の更新）
第18条　契約は年度更新とし、申込者が契約期間の延長に異議がなく、年会費を納めた場合に、更新することができる。
（住居への立ち入り）
第19条　利用者は、本会が本事業に定めるサービスを提供するため必要あるときは、利用者の住居に立ち入ることができる。
２　本会が、前項に基づき鍵による開錠以外の方法で住居に立ち入った結果、原状回復を要するときは、その費用は利用者が負担するものとする。
（相続人の探索）
第20条　本会は、利用者の相続人の所在を探索する義務を負わないものとする。
（瑕疵責任）
第21条　本事業は、利用者が安心して在宅生活ができるように本会が支援するものであって、利用者の責任や不可抗力に基づく損害を預託金によって補償するものではない。
（契約の終了）
第22条　本契約は、利用者の状況が次の各号のいずれかに該当することとなったときは、契約を終了するものとする。
(１)　「定期連絡のサービス」及び「預託金によるサービス」の双方が終了したとき。
(２)　成年後見人、保佐人、補助人が選任され、若しくは利用者が任意後見契約を締結し、成年後見人等が解約を申し出たとき。
(３)　福津市外に転居または福津市外の施設に入所したとき。
(４)　生活保護が受給開始になったとき。
（契約の解除）
第23条　本会は、利用者が次の各号のいずれかに該当することとなったときは、契約を解除することができる。
(１)　別表に掲げる入会金、年会費、利用料金、預託金を納入しないとき。
(２)　本会が利用者の居住実態を把握できなくなったとき。
(３)　利用者の契約違反その他不正行為等により、本会がこの契約を続行することができないと認めたとき。
（保管物品の引渡）
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(１)　利用者が生存中に契約が終了した場合は、利用者、成年後見人等に引き渡す。
(２)　利用者が死亡した場合は、利用者が定めた引渡人または遺言執行者に引き渡す。
(３)　契約の継続中においても、利用者からの申し出があれば、保管物品を利用者に引き渡す。
（個人情報の取り扱い）
第25条　本会は、利用者及び契約世帯等の個人情報の保護に十分に留意しなければならない。この契約の終了後も同様とする。
２　本会は、個人情報が記載された書類等を適切な方法により保管し、みだりに他人に閲覧させ、またはその写しを提供してはならない。
３　本事業の実施に携わる職員は、プライバシーの尊重に万全を期するものとし、正当な理由が無く、業務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。
４　本会は、利用者に関する医療情報等の個人情報について、利用者の事前同意に基づき、必要な範囲で関係機関等に対して、情報の請求及び開示を行うことができる。
（日常生活自立支援事業との関係）
第26条　利用者の判断能力が低下し、日常生活自立支援事業の利用者となった場合、第５条第２号、第８条第２号並びに第９条第４号及び第６号のサービスは、日常生活自立支援事業に移行するものとし、その他については、利用者及び関係機関と協議のうえ、必要な場合のみ提供する。
（その他）
第27条　その他、サービスの実施に必要な事項は、会長が別に定める。
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)附　則
この要綱は、平成30年７月１日から施行する。

別表第１
１　入会金・年会費
	項　　目
	金　　額
	備　　　　考

	入会金
	15,000円
	契約時の支払い

	年会費
	12,000円
	契約時及び更新時の支払い
＊初年度の１年未満の期間については月割


【留意事項】
・入会金は、契約月に関わらず、同額となります。
・契約更新は、毎年度末とします。
・年度途中で契約が終了した場合、入会金及び年会費の返還は致しません。
２　預託金
	項　　　　目
	金　　　　額
	備　考

	死後事務
	葬儀実施
	葬儀実施の費用
	500,000円以上

	
	必要経費等の支払い
	別表２．預託金によるサービス(２)ア～エを実施する際に必要な支払い、交通費等の実費
	

	
	行政官庁等への諸届
	
	


残存家財処分サービス預託金
	残存家財処分サービス
	施設入所時及び死亡後の住居家屋内の残存家財処分費用
	業者見積額
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・上記は最低金額です。
・預託金の分割納付はできません。
・契約後、希望に応じて預託金額を増額または減額（但し、預託金額は500,000万円を下回らない）することができます。
・死後事務と残存家財処分サービスの預託金の流用は原則として行いません。但し、会長が認めた場合はこの限りではありません。

別表第２
１　預託金によるサービス
(１)　契約時の「支援計画書」に基づき、葬儀・火葬・納骨までを行います。
	・病院等からの緊急連絡を受けること
	

	・病室の引き払い、片づけ
	

	・葬儀社へのご遺体の引取り手配
	

	・葬儀社との葬儀打ち合わせ
	香典、会葬御礼の収受はしません。

	・引渡人等関係者への連絡
	事前にリスト等が必要です。

	・葬儀の実施
	

	・火葬料、葬儀費用の支払
	

	・火葬、収骨の立会い
	

	・埋葬（納骨・散骨）等の実施
	

	・その他必要な手続き
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ア　官公庁等での手続き
	・マイナンバーカードの返却
	

	・住基カードの返却
	

	・印鑑登録証の返却
	

	・国民健康保険等の資格の抹消手続き
（火葬料の請求手続きを含む）
	

	・介護保険資格の抹消手続
	

	・被爆者手帳、障害者手帳の返却
（火葬料の請求手続きを含む）
	

	・各種年金等の資格の抹消手続き
	

	・運転免許証の返却
	

	・その他必要な手続き
	


イ　公共サービスに関する手続き
	・電気、ガス、水道の解約・精算
	

	・固定電話、携帯電話、新聞、ＮＨＫ、インターネットの解約・精算
	

	・郵便物の転送手続き
	

	・その他必要な手続き
	


ウ　賃貸住宅（入所施設を含む）に関する手続き
	・住宅管理会社（施設管理者）への退去の連絡及び手続き
	

	・家財処分の手配
	

	・家財処分の際に出た貴重品、金員の受取り
	

	・敷金等の精算手続き
	

	・鍵の返還、住宅の明渡し
	

	・その他必要な手続き
	


エ　その他
	・ＳＮＳ、メールアカウントの削除
	

	・火災保険、傷害保険等の死亡通知
（解約手続きは除く）
	

	・最終入院時の入院費の精算
	

	・死後事務に必要な郵便物の受取り及び転送先引受け
	

	・その他必要な手続き
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・家財処分見積額を除いた預託金の１割を執行費用として、福津市社会福祉協議会が受領し、別途、家財処分見積相当額を家財処分業者に支払います。
・上記のサービスを行うに際して、実費（郵送料、運賃・交通費等）が発生した場合も、執行費用を除く預託金をこれに充て、残余の預託金は、引渡人または遺言執行者に返還します。
・特殊な事情により、預託金に不足が生じた場合は、引渡人または遺言執行者に支払いを依頼することがあります。
・生命保険の解約、銀行口座の凍結などの金融財産に関する手続きはできません。
・公的年金の過払金の受取・未払金の支払い、国民健康保険の火葬料の受け取り、医療保険、介護保険の未払金、過払金の収受は、引渡人または遺言執行者に引き継ぎます。
・預託金によるサービスを実施せずに契約が終了した場合は、契約者（契約者死亡の場合は引渡人または相続人）に、預託金を返還します。
２　定期連絡のサービス
	サ ー ビ ス の 種 類
	対応者
	利用料金
	備　　考

	定期的な電話連絡及び自宅訪問
	本会職員
	無料
	電話：１～２回／月
訪問：１回／３ヶ月


【留意事項】
・相談内容に応じて、関係機関等へつなぐ場合があります。
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	サ ー ビ ス の 種 類
	利用料金
	備　　　　考

	入院時の付添い
	2,000円
	事前申し込みが必要です。

	退院時の付添い
	2,000円
	

	入院時に本会が緊急連絡先になること
	1,000円
	・連帯保証人とは異なります。
・１回の入院期間中に本会を緊急連絡先に指定した場合。

	入院中の貴重品や現金のお預かり
	1,000円
	・対応した都度、料金が発生します。
・生き物、食品は除きます。

	入院時の預貯金払い出し、支払い代行
	1,000円
	退院時の支払い等、対応した都度、利用料が発生します。

	入院時に必要な市役所等の手続き代行
	1,000円
	対応した都度、利用料が発生します。

	入院に際して必要な荷物の準備のお手伝い
	1,000円
	対応した都度、利用料が発生します。


その他のサービス
	サ ー ビ ス の 種 類
	利用料金
	備　　　　考

	臨時の手続等の支援
	４時間未満
2,000円
４時間以上
4,000円
	事前打ち合わせにより対応します。

本会職員の移動に要する時間は含みません。

	臨時の受診等の同行支援
	
	

	手術中の立ち会い・待機
	
	

	医師の病状説明に際しての同席
	１時間
500円
	


【留意事項】
・緊急入院の際は、付添いはできません。
・いずれも本会職員が公用車で送迎するものではありません。

４　書類等預かりサービス
	書類等預かりサービス
	3,000円／年間

	お預かりできるもの
	年金証書、年金手帳、保険証書、預貯金の通帳等、日常的に使用していないキャッシュカード、土地家屋権利書、印鑑、印鑑登録証、公正証書、自宅玄関の鍵、その他本会が必要と認めた書類


【留意事項】
・このサービスは、金銭管理をするものではありません。
・自筆遺言書、骨董品や宝石、貴金属類はお預かりできません。
・利用開始時に利用料金をお支払いください。
・以降は、毎年度の更新時に年会費と合わせてお支払いください。
・自宅玄関の鍵の預かりについては、同意書が必要となります。
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「緊急時」とは、胸が苦しい、動けないなど体調が急変した状態を指します。
そのような時は、まず119番に電話し、救急車を呼んでください。
救急隊員または、搬送された病院の職員に緊急連絡先としてカード（または下記番号）を提示してください。
[bookmark: _GoBack]夜間や土日祝日は、委託事業者が電話を取り継ぎます。
○電話で相談したいとき
	時　　間　　帯
	利 用 料 金
	電 話 番 号

	平日（８時30分～17時）
	無料
	0940-34-3341

	平日夜間（17時～８時30分）
	無料
	委託事業者の電話番号

	土日祝日（24時間）
	
	


○出勤を伴う場合
	時　　間　　帯
	利 用 料 金
	電 話 番 号

	平日（８時30分～17時）
	無料
	0940-34-3341

	平日夜間（17時～８時30分）
	5,000円
（１回の対応につき）
	委託事業者の電話番号

	土日祝日（24時間）
	
	


【留意事項】
・夜間や土日祝日の出勤を伴う緊急対応では、生命にかかわる等を除き、翌日以降の平日に本会職員が病院に出向き、手続きのお手伝いをすることができます。
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